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 Course title
 (and course
 title in
 English)

ILASセミナー ：教育・社会・国家
ILAS Seminar :Education, Society and
Nation-State

Instructor's
name, job title,
and department
of affiliation

 Graduate School of Human and Environmental Studies
 Professor,KURAISHI ICHIROU

 

　Group  Seminars in Liberal Arts and Sciences

 Language of
 instruction  Japanese

 Number of
 weekly
 time blocks 

 1

  Eligible students  For all majors  Target year Mainly 1st year students

　Number of credits  2

  Year/semesters  2026・First semester 

 Days and
 periods  Wed.5

  Class style seminar
 (Face-to-face course)

 Keyword  インクルーシブ教育 / 障害児教育／特別支援教育 / 分ける教育と分けない教育 / 障害者解放運動 / 自閉症スペクトラム 

 Quota
 (Freshman)  15 (10)

 Classroom Graduate School of Human and Environmental Studies Bldg. 533

（Students of Faculty of Integrated Human Studies cannot take this course as liberal arts and general education course. Please register the course with your department.）

 

 [Overview and purpose of the course]
教育の世界において現在、最も注目を浴びているテーマの１つであるインクルーシブ教育を主題と
して、内外の最新の事情、日本におけるインクルージョンを目指しての闘争と反動の歴史、分ける
教育と分けない教育という視点が他分野の教育を考える上でも持つ重要性などを学ぶ。また障害の
社会モデルと個人モデルなど、障害学のいくつかの重要概念についても学ぶ。このことを通して、
障害児者の包摂・インクルージョンを社会の一員として推進していく上での基盤となるものの見方
を深め、問題の構造を理解し、解決に向けて立ち向かう態度を習得することを目的とする。

 [Course objectives]
インクルーシブ教育を考える上で不可欠な教育制度論的知識、歴史的知識、障害を捉える上での基
本となる諸概念などの習得を目指す。

 [Course schedule and contents)]
１．オリエンテーション
２．～１４．個人発表またはグループ発表：インクルーシブ教育に関する内外の重要な文献を割り
当て、その内容を報告し批判的見解を提示する。
＜取り上げる文献の一例＞
・横塚晃一『母よ、殺すな』生活書院
・横田弘ほか『われらは愛と正義を否定する』生活書院
・星加良司『障害とはなにか：ディスアビリティの社会理論に向けて』生活書院
・小島靖子ほか『八王子養護学校の思想と実践: どの子も一緒の教育を』
・安積純子ほか『生の技法　［第3版］家と施設を出て暮らす障害者の社会学』
・立岩真也『自閉症連続体の時代』みすず書房
・ピティ『哀れみはいらない: 全米障害者運動の軌跡』現代書館　など
１５．フィードバック
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 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
平常点評価による。
インクルーシブ教育の歴史・社会的文脈での把握・理解が達成されたかどうかを観点に、セミナー
における発表時のレジュメの完成度、説明の適切性などを評価する（70％）。さらにそこに日常の
討論・共同作業への参加状態、貢献などを加味する（30％）。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
　グループ発表においては、他のメンバーと密に連絡を取り、協調して発表準備を行うこと。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


